	平成２６年度前期学校評価集計結果及び考察
　学校運営協議会理事長　青木　善男　　修学院小学校長　浦杉　伸介
平成26年10月17日発行　  　　　


　学校では，７月に実施しました学校評価に関わるアンケートにつきまして，児童・保護者・教職員に分けて集計し，その結果について分析を加え，後期の教育活動に向けて検討してきました。
また，今回のアンケート結果につきましては，学校運営協議会の開かれた学校委員会においても，理事長をはじめ，委員の方々と吟味してきましたので，合わせてお知らせさせていただきます。
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学校の様子





楽しい学校生活を送っている。


�





◎　　よく出来ている


○　　大体出来ている


△　　あまり出来ていない


×　　出来ていない





授業が分かりやすい。


�





学力の基礎・基本が身についている。


�





友達と仲良くしている。


�





子どもの話をしっかり聞いている。


�





一人一人を大切にしている。


�





進んであいさつしている。


�





学校は情報を発信している。


�





学校が丁寧な対応をしている。


�





安全に気をつけている。


�





分析及び後期に向けて（学校の様子１）


＊「楽しい学校生活を送っている」については，すべての児童が，楽しく送れるよう日々の学級経営を進めていかなければならないと考えています。各学級については，一人一人の子どもたちの気にかかる様子を把握し，楽しい学級づくりを進めていきます。


＊「授業がわかりやすい」については，分かる喜びと学ぶ楽しさを実感できる授業展開を目指すために，教員は，児童のやる気を引き出す学習の準備を行わなければならないと考えています。また，必要に応じて個別指導も進めていきます。放課後に進めている「きらきらタイム」は，その日の授業でつまずいた内容や十分に理解できなかった問題を振り返る個別指導です。そして，理解したことの定着を図るため，家庭学習と連動する宿題も計画的・継続的に出題し，その出来栄えについても速やかに点検し，理解度アップにつなげていきます。


＊前年度後期の分析結果と比べますと，『学校の授業で基礎・基本が身についている』の評価が，保護者も児童も15％上回っています。この結果は，授業の中で基礎基本を大切にした内容を採り入れたり，理解度の定着を自分自身で振り返る時間をとったりすることによる成果が少しずつ現れてきたのではと考えています。これからも，指導と評価の一体化（指導したことの出来栄えを振り返る）を意識した授業展開をしていきます。 

















分析及び後期に向けて（学校の様子２）


＊あいさつについては，児童の９割はできていると答えていますが，保護者や教職員は，児童より大きく下回っています。これは，地域の方々や登下校でお世話になっている見守り隊の方々に，自分から進んであいさつができているかという事が課題だと思われます。「人より先に・顔見て・元気に挨拶しよう」を，学校を挙げて進めています。また，「いつでも・どこでも・誰にでも」すすんであいさつができるようにしていきたいです。


＊「学校は情報を発信している」では，前年度後期の評価と比べますとよくできているの評価が30％アップしました。各学年，週１回以上のＨＰの更新するように力を入れてきました。また，気になることは，家庭と連絡を密に取り合うようにしてきました。今後とも学校・学年・学級だよりで子どもたちのことを詳しく発信していくように努力していきます。

















早寝・早起きをしている。


�





家庭の様子　　　





時間を決めてテレビを見たり，ゲームをしたりしている。


�





◎　　よく出来ている


○　　大体出来ている


△　　あまり出来ていない


×　　出来ていない








家庭で手伝いを決めてしている。


�





家庭学習をしている。


�





家庭でも読書している。


�





　親子で過ごす時間がある


�





地域の行事や活動に参加している。


�





放課後，友達と遊んでいる


�





分析及び後期に向けて（家庭の様子）


＊早寝・早寝きをするについては，前年度後期の評価と比べますと児童のよくできているが30％・時間を決めてテレビを見たり，ゲームをしたりしているも10％上回っています。ゲームをする時間を早く切り上げ早く寝ると早く起きられ，朝ごはんをしっかり食べて登校し，集中して学習ができます。基本的生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん等）が元気な学校生活につながり，健やかな成長を促すことになります。「家庭と学校が連携して早寝早起きや，ゲームの時間などの生活習慣をよりよい方向に導いていきたいと考えています。


＊時間を決めてテレビを見たりゲームをしたりしている・家庭での読書・家庭学習・手伝いは，児童と保護者に相違が見られます。これは，子どもたちは，少しの時間でもやったらできたと評価しているのでしょうか。やはり，ある一定の家庭での約束が必要であると思われます。学年による家庭学習の時間と内容設定が必要と考えられます。低学年では，15～30分，中学年では45～60分，高学年では75～90分の時間，家庭学習を行うことができればと考えています。いずれにしても効果的な家庭学習になるように計画し，実施することが必要です。学校においても，子どもたちにアドバイスしていきます。


＊今回より，放課後，友達と遊んでいるをアンケート項目に記載しました。子どもにとって遊びはとても大切なことです。放課後，友達と仲良く遊べる時間をつくってほしいです。











　前期学校評価に係るアンケート結果について，ご指摘いただいた内容は，真摯に受け止め，今後の学校改善に努めていきたいです。今回のアンケート結果は，全体としましては，学校の取組を皆様にお認め戴いたものを思っておりますが，学校は，一人一人の子どもたちの自己実現に向け，より一層の努力が必要であると考えています。今後とも宜しくお願い申し上げます。　　　　（修学院小学校　校長　浦杉伸介）





重要度の分析結果


保護者アンケートによる重要度の分析結果をご報告させていただきます。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （％）


　　　　　　項   目�
重要である�
やや重要である�
あまり重要ではない�
重要ではない�
�
子どもが楽しく学校生活をおくること。�
98.4�
1.6�
*�
*�
�
授業が楽しく分かりやすいこと。�
97.3�
2.7�
*�
*�
�
学校の授業で学力の基礎・基本が身につくこと�
97.3�
2.7�
*�
*�
�
子ども同士がと仲良くすること。�
96.2�
3.8�
*�
*�
�
子どもが進んであいさつをすること。�
92.0�
6.6�
1.4�
*�
�
一人一人を大切にした教育をすすめること。�
93.4�
6.3�
0.3�
*�
�
教職員が子どもの話をしっかり聞くこと。�
96.1�
3.9�
*�
*�
�
学校が，子どもの安全のための取組を進めること。�
93,7�
5.8�
0.5�
*�
�
学校が保護者に丁寧な対応をすること。�
73.7�
17.6�
8.7�
*�
�
学校が教育方針や教育活動の情報を発信すること。�
73.8�
21.9�
4.3�
*�
�






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　       （％）


　　　　　　項    目�
重要である�
やや重要である�
あまり重要ではない�
重要ではない�
�
時間を決めてテレビを見たり，ゲームをしたりすること。�
82.8�
14.2�
3.0�
*�
�
子どもが家庭でも読書をすること。�
78.7�
18.6�
2.7�
*�
�
早寝・早起き・朝ごはんの習慣をつけること。�
96.7�
2.8�
0.5�
*�
�
子どもが家庭学習をすること。�
82.1�
16.0�
1.9�
*�
�
家庭で子どもの役割（手伝い）を決めること。�
85.4�
12.1�
2.5�
*�
�
親と子の会話など親子の時間をとること。�
96.7�
3.0�
0.3�
*�
�
授業参観や学校行事にできるだけ参加すること。�
77.1�
20.5�
2.4�
*�
�
地域の行事や活動を通して地域との関わり合いを深めること。�
76.9�
19.5�
3.6�
*�
�
PTA行事や活動にできるだけ参加して，親同士の交流をはかること。�
50.3�
32.0�
16.3�
1.4�
�
学校・校長室・学年便りなど学校からの文書をとむこと。�
71.7�
25.8�
2.2�
0.3�
�






開かれた学校委員会より


＊アンケートの分析が，学校の様子と家庭の様子に分けグラフ化してあり，分かりやすい。しかし，学校の様子の「授業が分かりやすい」教職員の項目がどう評価しているか分かりにくいと言うご意見が出ました。教職員の評価項目は，「授業を楽しく分かりやすいように工夫しているか」です。教職員は全ての項目を自己評価しています。とお答えしました。


＊「子どもが進んであいさつができていないと，答えている保護者が多い。大人があいさつの意味をしっかり教えていかなければならない。子どもが人より先に進んであいさつをするのは，難しい。私たち大人が率先して良いあいさつができるように，子ども達の手本にならなくてはいけない。学校でも，家庭でも，そして，地域でもあいさつできるよう粘り強く取組が必要です。」という意見が出されました。


＊学校が情報発信をしているが前年度後期の評価よりも30％も上回っているのは，山の家・みさきの家・運動会等でリアルタイムに，ホームページでアップしたしたからだろうか。今後とも，情報発信をしていってほしいです。








家庭の様子





学校の様子








